赤い羽根共同募金配分事業
児童遊園遊具新設・補修助成金交付及び砂補充要綱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒ヶ根市社会福祉協議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．この要綱は、屋外に設置する児童遊園施設(ブランコ、鉄棒、滑り台等)の新設・補修、砂場の砂補充を行う事業に対し、駒ヶ根市社会福祉協議会(以下｢市社協｣という)が前年度に市内で集まった共同募金を財源として予算の範囲内で助成金を交付、又は砂を補充することについて必要な事項を定めるものです。
２．事業の実施主体は区とします。
３．助成金の額等は次のとおりとします。
  (1) 児童遊園遊具新設・補修事業
    イ、助成金は、事業に要する経費の３分の２以内（千円未満切捨て）かつ１区につき１０万円を限度とします。
    ロ、原則として７月末日(児童が夏休み前)までに事業を完了して下さい。
  (2) 砂場用砂の補充事業（全額助成）        
    イ、砂の量は過大とならないよう留意して下さい。
        ※トラック１台分の量は約１.５EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(3),ｍ)です。
    ロ、搬入時期は、社協が依頼する事業者と調整をして決めていただきます。
    ハ、砂場の補充以外の用途には使用しないでください。
４．助成金の交付を受けようとするときは、区の代表者は、助成金交付申請書又は砂場の砂補充申請書に必要書類を添えて、別に指定する日までに市社協（ふれあいセンター）へ提出して下さい。
５．市社協会長は、前項による申請書の提出があったときは、内容を審査し、助成金交付(又は砂の補充)の決定をします。
６．助成金交付決定の通知を受けた区長は、事業完了後、助成金交付請求書を(証拠書類等を添え
    て)、別に指定する日までに市社協へ提出して下さい。
    ※砂の補充については、不要です。
７．市社協会長は、前項による請求書の提出があったときは、内容を審査し、適正と認めたとき
    は助成金を交付します。
８．砂の補充については、区長は補充されたことを確認の上、受取確認書を市社協まで提出して
    下さい。
９．以上のほか、必要な事項は別に通知します。
